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「
仕
事
は
、楽
し
く
で
す
よ
ね
」

「
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
よ
」
と
話
す

田
中
　
香
織
さ
ん

電
話
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四
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谷
町
森
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ノ
一

おんな劇場

「『干支の年のうちに、干支のお前が社長をやれ！』と言われたときは驚きましたが、楽
しく、前向きにやってます」と言って笑う田中さん

パ
ワ
フ
ル
に
生
き
る
女
性
が
増
え
て
き
た
。

仕
事
は
当
然
、
私
生
活
に
お
い
て
も
、
だ
。
義

父
か
ら
会
社
経
営
の
バ
ト
ン
を
受
け
、
前
向
き

に
フ
ル
回
転
を
続
け
て
い
る
、
田
中
香
織
さ
ん

（
五
〇
）
も
そ
の
一
人
。

「
結
婚
し
た
こ
ろ
は
会
社
の
事
務
程
度
の
仕

事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
現
場
に

出
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
う

ち
に
楽
し
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
…
」

当
時
の
事
情
を
屈
託
な
い
笑
顔
で
話
す
田
中

さ
ん
は
、
そ
の
性
格
が
社
長
の
義
父
・
孝
さ
ん

に
認
め
ら
れ
、
各
企
業
、
一
般
家
庭
な
ど
へ
の

営
業
に
同
行
す
る
傍
ら
、
各
種
の
ゴ
ミ
類
の
廃

棄
・
搬
送
で
の
見
積
も
り
類
費
用
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
学
び
、
数
年
後
に
は
一
人
で
活
動
を

行
っ
て
き
た
。

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
処
理
業
と
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
処
理
業
を
展
開
す
る
同
社
は
、
昭

和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
に
孝
さ
ん
が
創
業
、

今
年
で
四
十
五
年
に
な
る
。
長
男
の
朋
晴
さ
ん

（
五
四
）
と
結
婚
し
た
香
織
さ
ん
は
、
育
児
を

し
つ
つ
、
仕
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
覚
え
て
い
た
と

こ
ろ
、
孝
さ
ん
か
ら
「
お
前
、
社
長
を
や
れ
！
」

と
言
わ
れ
、
二
年
前
の
令
和
二
年
十
二
月
一
日
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1972年8月8日生まれ。矢吹町出身。「ゴ
ルフ、ボウリング、琴、習字、英会話…。結婚
前はいろいろと」。結婚後は、名前に「海」の
文字を入れた４人の男児の育児をしながら、
事業内容の把握にも努めてきたという。仕
事が間に合わないときは夜、自宅から会社へ
Ｕターンも。「私、ネガティブではないですか
ら」とも強調。得意な料理は「手間のかかる
ものでも、何でもできます」。Ａ型

たなか・かおり

プロフィル

営業のエリアは、
白河、郡山方面も

「
い
わ
き
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
」

■お知らせ＝このコーナーでは、自ら選んだ仕事に、
あるいはその人生においてひた向きに励み、努めてい
る女性を紹介しています。情報をお寄せください。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
で
す
。

付
で
就
任
。

「
義
父
が
、『
今
年
（
令
和
二
年
）
は
子
（
ね
）

年
。
お
前
の
干
支
（
エ
ト
）
だ
が
、
も
う
す
ぐ

終
わ
り
そ
う
だ
か
ら
、
子
年
生
ま
れ
の
お
前
が

社
長
を
受
け
ろ
』
と
、
再
三
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。

考
え
た
末
、
義
父
の
時
代
と
今
は
法
的
に
も
異

な
る
所
が
多
い
の
で
、
社
員
の
勤
務
時
間
を
は

じ
め
、
労
働
条
件
な
ど
の
権
限
を
す
べ
て
任
せ

て
い
た
だ
け
る
な
ら
や
り
ま
す
と
言
っ
た
ん
で

す
」
と
、
目
を
遠
く
に
や
り
な
が
ら
、
就
任
の

い
き
さ
つ
を
語
る
。

同
社
の
営
業
エ
リ
ア
は
、
市
内
一
円
を
中
心

に
一
部
、
白
河
、
郡
山
方
面
へ
も
進
出
。
契
約

し
て
い
る
企
業
、
一
般
を
合
わ
せ
る
と
、
ざ
っ

と
五
百
件
に
の
ぼ
り
、
関
連
会
社
を
含
め
運
搬

車
両
十
一
台
、
社
員
十
余
人
で
展
開
中
。

ト
ッ
プ
に
立
っ
た
彼
女

は
、
他
の
社
員
と
同
様
、

毎
朝
八
時
に
は
出
勤
。
デ

ス
ク
仕
事
の
傍
ら
、
契
約

し
て
い
る
一
般
商
店
な
ど

を
訪
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
一
方
、「
時

折
、
お
年
寄
り
の
い
る
家

庭
な
ど
か
ら
古
く
な
っ
た

家
具
な
ど
の
廃
棄
処
理
を
頼
ま
れ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
お
金
は
別
に
こ
れ
ら
を
片
づ

け
た
り
も
あ
る
ん
で
す
よ
」。

だ
が
、
仕
事
中
、“
危
機
〟
を
感
じ
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
か
。

「
真
冬
で
し
た
が
、
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に

山
の
現
場
へ
行
き
、
枝
お
ろ
し
の
片
付
け
を
手

伝
っ
た
と
き
は
か
な
り
き
つ
か
っ
た
で
す
。
丸

一
日
、
雪
と
み
ぞ
れ
、
そ
し
て
氷
の
中
。
凍
え

死
ぬ
か
と
思
い
ま
し
た
」

と
、
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
ト
ラ
ブ
ル
を
思

い
出
し
て
苦
笑
い
。

数
年
前
に
は
、
将
来
を

考
え
、
後
継
者
育
成
に
も

“
布
石
〟
を
打
っ
た
。
同

業
種
の
関
連
会
社
の
新
設

の
た
め
、
当
時
、
大
学
生

だ
っ
た
長
男
の
社
長
就
任
を
意
図
し
、「
会
社

を
作
る
手
順
で
あ
る
法
務
局
や
役
所
で
の
手
続

き
、
金
融
機
関
と
の
や
り
と
り
な
ど
、
一
切
や

ら
せ
ま
し
た
」。

「
い
わ
き
の
空
気
感
、
雰
囲
気
が
好
き
だ
っ

た
。
住
み
た
か
っ
た
の
」
と
、
丸
い
笑
顔
で
語

る
田
中
さ
ん
は
、
嫁
し
て
二
十
五
年
。
男
児
四

人
に
恵
ま
れ
、
日
々
奮
闘
の
中
、「
私
、
ど
ん

な
仕
事
も
楽
し
め
る
し
、
今
も
楽
し
い
で
す

よ
。
社
会
は
コ
ロ
ナ
禍
、
値
上
げ
な
ど
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
納
得
、
吸
収
し
、
受
け
入
れ

る
こ
と
も
大
事
と
思
い
ま
す
」
と
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
語
っ
て
い
た
。

将
来
考
え
て
「
布
石
」
も

営業時間  午前10時～午後6時

作家来場▶11月3日（木）、4日（金）、5日（土）、6日（日）
ギャラリートーク開催▶午後2時～

（最終日は午後5時閉場） HP：http://onobijutsu.jp　e-mail：onobijutsu@sirius.ocn.ne.jp

いわき市平字中町22番地の２　Kビル1F ☎0246-35-0383

　この度、小野美術様のご厚意で、個展を開かせていただくことになりました。
　江戸期釜座の座衆取締として活躍し、天下一釜師の称号を得た初代和田信濃大掾藤
原国次以来、京都三条釜座に住し、釜、釣鐘等を鋳造し、代を重ねて十三代。
　未だ道半ばではございますが、伝統的技法の上に更に研究改良を重ね、製作に精進し
て参ります。
　皆様方には、日々の作品づくりの成果をご高覧いただきまして、ご指導ご鞭撻を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　十三代　和田美之助

和田 美之助 作品展京釜師 十三代

◆会期 令和4年11月3日（木）～11月14日（月）

姥口富士釜
炉 撫肩八景釜


